～～第７６５４回～～

高尾山～菩提山

～Ｈ２７.４.１２～
藤枝の蔵田から「高尾山(675ｍ)」「笠張山(698ｍ)」島田市との境「菩提山(691ｍ)」そして伊久美にかけて春の里山を縦走するのが今回の計画だ。藤枝の山は「高根山」とか「びく石」は良く知られているが、「高尾山」「笠張山」は比較的知られていないようだ。藤枝駅から瀬戸谷温泉「ゆらく」で乗り継ぎのバスを待つ間地元特産の朝市をのぞき込んで、蔵田行のバスに乗る。登山口の蔵田で「高根山」から東海自然歩道を歩き「家山」までハイクする知人たちを見送り私たちも歩き始める。舗装された林道を少し歩くと左に「高尾山」の指標を見て登り始める。30分ほど歩くと林道に出るがまた山道に差しかかる。「高根山」を後ろ(北方面)に見ながら良く整備された山道を少し歩くと「高尾山」山頂だ。展望は無いが木のベンチが幾つかあり一息入れる。ここから15分程下ると鞍部の林道に出る。「天高く高尾の峠を風が切る」と句碑がある。「滝の谷分岐」を過ぎ「笠張山」へ登る。南方面にわずかな眺望が望める頂上で昼食とする。昼食を終え急坂を下るとまた林道に出合う。「旧滝の谷峠」を過ぎると間もなく「菩提山」の登り口だ。ちょっとした急登を20分ほどかけてゆっくり登る。小さな祠が見えると「菩提山」の頂上だ。藤枝・焼津方面から駿河湾の眺望をしばし楽しみながら一息入れる。ここから檜峠へ下り伊久美小川のバス停へ向かう。道路脇の山菜を採ったりしながら下ったので15：08のコミュニティバスに乗らないで50分程待って次のバスに乗ることになり、伊久美「やまゆり」まで歩く。「やまゆり」をのぞき込んでバスに乗る。春の一日、落ち葉を踏みしめながら大分芽吹き始めた木立の中をのんびりした里山歩きを一日楽しんだ。

コースタイム：藤枝駅北口(藤枝市自主運行バスゆらく線)832＝瀬戸谷温泉ゆらく前900（バス代400円、バス乗換 大久保上滝沢線)910＝蔵田927(バス代200円)-940…鼻先の大杉…高尾山1040…滝の谷分岐1105…笠張山1140-1215…旧滝の谷峠1300…菩提山1345…檜峠1430…小川橋バス停1520…やまゆり1550-1610…やまゆりバス停1614＝(島田コミュニティバス)＝島田駅1655(バス代200円)　

参加者：11名(静岡北支部2、焼津支部１、島田支部8)　

天気：薄曇り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　島田支部　Ⅿ.Ｓ
